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Malacocottus kincoidi Gilbert et Thompson
a South Central Alaskan Species?

The systematics of the genus Malacocottus
has been in a state of confusion for some
time. Bean (1890) described a monotypic genus
and a species M. zonurus from the Bering Sea,
with the notation of a fourth preopercular
spine present on the "cheek". Quast and Hall
(1972) did not include M. zonurus in their list
of Alaskan fishes. They implied that M. zonurus
was a junior synonym of M. kincaidi Gilbert
et Thompson, 1905 (type locality: Puget Sound,
Washington) by citing literature which used
the nominal M. zonurus as literature found
under the species M. kincaidi. Hart (1973)
illustrated the description of M. kincaidi with
an illustration of a specimen that displays the
fourth preopercular spine on the "cheek".
This specimen is listed as being from Alaska
(Hart, t973). Watanabe (1960) wrongly attrib-
uted the authorship of M. kincaidi to Bean.

Smith et al. (L969) and Feder et al. (1973)

reported M. kincaidi as being present in Port
Yaldez, Ak. Examination of their specimens

and others in the Aquatics Collection, Univ.
of Alaska Museum (UAM. 763, 764, 765, 766,
780, L026, L037 , L046, 1047 , 1048 , 1052, 1 060,
L069, 1095, 1098, lLlt, 1561, L567, 1569, L569,

L570, 1582, 1585, 1586, 1644, L646, 1647, L785,
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昭和 62年 5月 8日 (金),於東京水産大学.出席者 :

上野,阿部,新井,石山,沖山,黒沼,佐藤,富永,中

村,藤田,丸山,望月.

議事: 1.事務センターの担当者が6月 から野嶋恒一

氏に交代するのにともなう挨拶があった.2.報告事項.

年会関係収支決算報告があった。34巻 l号は 5月 31日

出版予定で,16論文掲載。手持ち論文数 74編 .3。 年

会のまとめをおこない,改善点などについて検討した.

その主な内容は以下の通りである.“ )ポ スターセッショ

ンの申し込みが少ないので,増やすように努力する.

そのため PRのための説明時間を講演の途中に組み込む

ことを検討する.そ の他。0プ ログラムの申し込み形式

を統一したものにするため,3号 の会告と一緒に申し込

教用紙をとじ込むことにする。その他.ま た,来年度の

1810, 1948, 1949, 1988) reveals that all speci-
mens have the fourth preopercular spine on
the "cheek" as in the description of M. zonurus.
At this time, records of M. kincaidi outside
the south east Alaska region should be con-
sidered as possible specimens of M. zonurus.
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(Kenneth D. Vogt)

P)roceedings

年会について検討し会場は東京水産大学とすることにし

た.4。 事務センターとの契約につい て検討し, 原案ど

おり契約するこ とが承認された。 5。 日本学術会議の第

14期会員選挙のための学術団体の登録について検討し

た.申請は前回どおり第 1順位に第 6部水産学研究連絡

委員会,第 2順位に第 4部動物科学研究連絡委員会とす

ることにした.6.国際魚類研究会議事務処理委員会の

構成について検討し,同委員会規定第 4条,第 5条に基

づき以下の案を作成した。

岩井 (委員長),上野幅J会長),新井 (編集),谷

内 (会計),丸山 (庶務),石山,岡村,尼岡.あ

と1名は,会長,副会長で相談の上,決定する

こととした。 (後 日,本間氏に決定.)

なお任期は,同委員会規定第 6条により昭和 62年度末

までである。 7.昭和 62年度第 1回評議員会において

記
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魚類学雑誌   Japan. J. Ichthyol。  34(2), 1987

設置が承認された会則等の改正のための小委員会につい  日本学術会議だより No。 5(昭和 62年 5月 )

て検討し以下の案を作成した。              日本学術会議は昭和 62年 4月 22日 から24日 まで

委員長:岩井,副委員長:上野,委員:望月,   第 102回総会 (第 13期 の5回 目の総会)を開催した.

谷内,丸山,松浦,仲谷,中坊,小沢.     本総会では「地域型研究機関 (仮称)の 設立につ い て

8。 その他                       (勧 告)」 と「大学等における学術予算の増額について(要

望)」 の提案を, いずれも賛成多数で採択し, 政府に勧

告要望した.

編 集 後 記 O Editorial notes

34巻から図書紹介のページに, 紹介文を伴わない書   る出版物で,特に人に知られにくい|― カルなものなど

名だけのものも載せるようにしました.これはと思われ   ご存知の方はぜひ編集幹事までご一報下さい.

訂   正・Errata

魚類学雑誌 34巻 1号に以下の誤 りがありました.お   and Sano:page 108,right column,second para―

詫びして訂正いたします.               graph,6th line,read“ 1000"and“ 1100"for“ 1,000"

Japanese Journal of lchthyology, 34(1), MOyer    and “1,100" respectively.

-2“ 一


